
競争力の源泉

セラミック製造の最適解を
求め続けた蓄積こそが競争力の源泉
日本ガイシグループは創業以来、古くから伝わるセラミックの製造手法を最新の科学技術で

見直し、製品ごとに、最適の工程条件の組み合わせを一つひとつ見いだしてきました。そうした

技術やノウハウの100年に及ぶ蓄積が、当社グループの競争力の源泉です。

　セラミック製品の製造は、硬くてもろい無機物に命を吹き込んでいく地道な作業です。数万種の材料から最適な
原料を選び調合するところから始まり、焼き上げた際の形を計算し尽くした上で成形を行い、最後に製品に最
適な微構造と部品構造を同時に作り上げる焼成を実施し、製品に仕上げます。
　これらの一連の工程において、パラメーターの組み合わせはほぼ無限。製品ごとに異なる複雑なジグソーパズル
のようなもので、一つピースが欠けても製品は成り立ちません。

調合、成形、焼成。無限の組み合わせを解くパズル

格子欠陥

材料技術

結晶配向

気孔形状・サイズ

結晶形状・サイズ

イオン伝導材料

高熱伝導材料

耐熱材料

耐食／絶縁材料

単結晶材料 テープ成形
（薄いシートにする）

半導体材料

誘電／圧電材料

透光性材料

分散技術
（粉体と液体）

混錬技術
（粉体と液体）

混合技術
（粉体と粉体）

生産技術・プロセス技術

鋳込成形
（泥を型に流し込む）

押出成形
（粘土を口金から押し出す）

プレス成形
（粉を型に押し固める）

雰囲気制御技術

連続焼成技術
（トンネル窯）

ホットプレス

常圧焼結

研磨技術
（CMP、機械研磨）

研削技術

切削技術

微構造制御技術 材料機能発現技術 調合技術
（混ぜる・練る）

成形技術
（形をつくる）

電流乾燥

マイクロ波乾燥

誘電乾燥

対流伝熱乾燥

乾燥技術
（乾かす）

加工技術
（切る・削る）

■日本ガイシのコア技術

焼成技術
（焼く）

NGK Sustainability Data Book 2018

11

NGKグループ概要 CSRマネジメント 環境 社会 ガバナンス 対照表



成形

原料

加工解析・評価

生産管理現場力

焼成

乾燥
粉砕混

合

調
合

ユニフォーミティーと量産性の両立に、長ければ10年以上も

　工業製品に必要とされるのは、ばらつきの少なさ＝均一性（ユニフォーミティー）。特に当社グループが創立以
来手掛けるがいしは、一つが壊れても送電線全体が機能しなくなるため、徹底した品質管理が求められてきました。
このため当社グループではユニフォーミティーの追求が、企業DNAとして浸透しています。
　製造コストをにらみながら、調合、成形、焼成などの各工程で最適な組み合わせを一つひとつ地道に探索し、最後に
はユニフォーミティーと量産性を両立できるレベルにまとめ上げる。工程決定にかかる時間は長く、難しい製品では
10年以上かかります。揺るぎない経営方針と現場の地道な努力が噛み合って、初めて成り立つやり方です。がいし、
ハニセラム、NOｘセンサー、NAS電池®、半導体製造装置用製品まで、他社の追随を許さない製品を生み出し供給し
続けられる理由は、まさにここにあります。

自動車排ガス浄化用触媒担体「ハニセラム®」の
製造に用いられる主要技術
　均一な製品を作り続けるためには、ロットごとに性質が
わずかに変わる原料に合わせて生産工程をコントロール
するための解析・評価や、
生産管理などの現場力
が不可欠です。

グローバル
生産体制

自社開発生産設備

機械的特性測定
（強度、ヤング率）

熱的特性測定
（熱膨張係数、熱伝導率、軟化点・融点）

電気特性
（絶縁破壊強度、抵抗、電気伝導度）

光学特性
（直線透過率、全光線透過率）

Ｘ線結晶解析

湿式化学分析・
蛍光X線分析

ガラス接合

CVD

電極印刷

スパッタリング

メッキ

直接接合

X線CT検査

画像解析

超音波探傷

浸透探傷検査

寿命予測

機械応力計算

熱応力計算

構造革新

ビッグデータ解析

グローバル生産管理

現場力

小集団活動

QC教育

金属・
金属複合部品

金属・
セラミック複合部品

セラミック・
セラミック複合部品

部品構造設計

異種材料部品化技術異種材料複合化技術 測定・分析技術 非破壊検査

解析・評価技術
（みる・はかる・計算する）

シミュレーション技術
（ＣＡＥ）

管理技術

量産プロセス技術 品質管理（Q）生産管理（D）
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